
二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

△
新
入
生
歓
迎
会
▽
　
学
生
部
会
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
四
月
六
日
（
金
）
　
京
田
辺
校
地
生
協
食
堂

△
国
文
学
会
総
会
・
研
究
発
表
会
▽

・
総
会

・
研
究
発
表
会

　
　
近
世
怪
談
集
と
中
国
説
話

『
拾
遺
御
伽
婢
子
』
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
明
あ
さ
子
（
本
学
学
部
卒
業
生
）

わ
た
し
の
教
科
指
導
、
わ
た
し
の
進
路
指
導

県
立
高
校
で
の
実
践
の
記
録
－

加
藤
直
志
（
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
）

・
研
究
発
表
会

　
　
三
島
由
紀
夫
「
サ
ー
カ
ス
」
成
立
考

執
筆
時
期
と
改
稿
原
因
を
め
ぐ
っ
て

九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
裕
也
（
本
学
博
士
課
程
前
期
課
程
）

幕
末
期
オ
ラ
ン
ダ
語
初
学
者
の
た
め
の
辞
書

『
改
正
増
補
蛮
語
僕
』
の
享
受
の
一
形
態
－

　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
健
一
郎
（
本
学
博
士
課
程
前
期
課
程
）

二
〇
〇
七
年
六
月
二
四
日
（
日
）
　
寧
静
館
５
Ｆ
会
議
室
　
　
・
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
に
お
け
る
浅
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
淳
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

△
講
演
会
▽
　
学
生
部
会
主
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
Ｉ
日
　
寒
梅
館
二
〇
八
番
教
室

・
こ
れ
か
ら
の
日
本
文
学
研
究
　
　
　
　
　
　
小
森
陽
一
　
（
東
京
大
学
教
授
）

△
同
志
社
国
文
学
▽

　
第
六
七
号
　
二
○
○
七
年
コ
ー
月
二
五
日
発
行
　
　
　
　
　
収
載
論
文
八
編

　
第
六
八
号
　
二
〇
〇
八
年
三
月
二
〇
日
発
行
　
　
　
　
　
　
収
載
論
文
八
編

△
国
文
学
会
会
報
▽
　
第
三
五
号
　
二
〇
〇
八
年
三
月
二
〇
日
発
行

　
　
現
代
日
本
語
に
お
け
る
和
語
の
音
素
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
さ
や
か
（
本
学
博
士
課
程
後
期
課
程
）

△
国
文
学
会
研
究
発
表
会
・
講
演
会
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
一
日
（
日
）
　
寒
梅
館
地
Ａ
会
議
室

｜

｜

｜

｜

｜

｜



二
〇
〇
七
年
度
修
士
論
文
題
目

　
　
中
世
漢
楚
合
戦
譚
に
お
け
る
唐
土
の
風
景
と
そ
の
影
響

宝
暦
期
上
方
歌
舞
伎
の
作
劇
法

並
木
正
三
と
竹
田
治
蔵
の
つ
な
が
り
を
中
心
に

中
村
七
三
郎
の
肥
大
化

　
－
名
古
屋
山
三
郎
の
投
影
を
Ｉ
因
に

蛇
女
房
譚
の
昔
と
現
在

日
本
人
の
ア
ニ
マ
像
－

「
中
世
」
を
中
心
に

松
　
沢
　
佳
　
菜

守
　
屋
　
美
　
紀

高
　
橋
　
さ
や
か

山
　
本

燕智
け
Ｋ
‥
一
に

自
尽

二
〇
〇
七
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
梅
の
花
の
特
徴
に
つ

　
　
高
市
黒
人
の
近
江
旧
都
歌
群

－
巻
一
・
三
三
番
歌
の
考
察
か
ら

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
扇
の
意
味

－
夕
顔
物
語
を
め
ぐ
っ
て

－
薫
の
内
的
由
因

1 1 1 1 . 　 　 こ
い ヽ ヽ 　 ２ 五

い

て九
七

河
　
野
　
尚
　
吾

大
　
場
　
音
］
　
文

松
　
井
　
美
詠
子

浅
　
間
　
由
　
香

正
　
成
　
由
美
子

伊
　
藤
　
香
　
織

夏
　
秋
　
ま
ど
か

篠
　
原
　
三
　
穂

大
　
内
　
音
］
　
哉

藤
　
原
　
夏
　
実

浅
　
田
　
磨
　
央

『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
に
見
る
仏
教
の
変
容

「
道
場
法
師
系
説
話
」
を
例
と
し
て

葵
上
周
辺
の
描
写
に
お
け
る
不
整
合

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石
の
君
と
音
楽

少
女
か
ら
母
ヘ

　
ー
雲
居
雁
の
成
長
と
変
化
－

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
俗
聖
」

プ
ロ
（
ー
ス
コ
ヴ
ァ
ー
・
カ
テ
リ
ナ

北
原
白
秋
『
思
ひ
出
』
「
骨
牌
の
女
王
」
に
お
け
る
常
詰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
脇
　
睦
　
子

『
上
海
の
螢
』
に
お
け
る
▽
几
四
四
年
の
武
田
泰
淳

「
中
日
文
化
協
会
」
と
そ
の
か
か
わ
る
中
国
　
高

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
『
竹
取
物
語
』
の
引
用

－
宇
治
大
君
を
め
ぐ
っ
て

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
人
物
指
示
表
現

「
名
」
の
認
識
か
ら
考
え
る

彩
色
の
色
　
黒
・
白

文
人
を
中
心
に

三
島
由
紀
夫
作
品
へ
の
郡
虎
彦
・
イ
ェ
イ
ツ
の
影
響

二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
通
俗
語
学
書
の
研
究

　
－
箕
作
況
甫
『
改
正
増
補
蛮
語
崖
』
旦
旱
受
に
　
丸
　
山
　
健
一

つ
い
て

に
』
『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
衣
装
表
現

『
源
氏
物

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜



　
　
　
二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

「
源
氏
物
語
」
に
お
け
る
衣
色
の
象
徴
に
つ
い
て

色
の
系
統
分
類
と
人
物
造
型
の
関
わ
り
か
ら

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
多
涙
性
」
の
考
察

　
－
他
作
品
と
の
比
較
分
析
を
中
心
に
し
て

飯
　
塚
　
智
　
絵

長
　
演
　
壽
　
一

十
五
年
戦
争
下
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
源
氏
物
語

源
氏
物
語
を
め
ぐ
る
戦
争
下
の
三
つ
の
論
争
　
清
　
田
　
康
　
晃

「
朝
顔
」
宮
の
英
訳
比
較
を
中
心
に

ｍ
・
2
4
9
番
歌
を
め
ぐ
っ
て

小
　
堀
　
奈
　
穂

吉
　
田
　
七
　
瀬

瀬
　
崎
　
紀
　
子

安
　
井
　
美
　
樹

義堀

山
　
美
　
佳

　
　
佳
那
子

吉
　
岡
　
宣
（
由
美

森
　
島
　
千
奈
津

井
　
口

歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
一
四
話
「
伴
大
納
言
、
応

　
天
門
を
焼
く
事
」
考

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
「
雀
報
恩
事
」

荻
　
野
　
舞
　
子

韓
国
の
昔
話
「
ポ
ン
プ
と
ノ
ル
ブ
」
と
の
比
　
金

較
を
め
ぐ
っ
て

恩
　
愛

池

村

未

奈

い

て
い

て

渡

逞

瞳

村
　
上
　
奈
津
子

家
　
原
　
彰
　
子

柴
　
田
　
祥
　
衣

西
　
村
　
早
　
貴

長
　
野
　
佑
　
美

後
　
藤
　
拓
　
哉

滝
　
　
　
惇
　
史

鈴
　
木
　
　
　
亘

『
平
家
物
語
』
の
女
性
像
の
変
化

『
平
家
物
語
』
巻
七
「
忠
度
都
落
」
に
つ

修
羅
能
と
『
源
氏
物
語
』

　
－
須
磨
を
舞
台
と
す
る
能
作
法
の
発
展

謡
曲
〈
蘆
刈
〉
考

　
－
物
語
の
展
開
と
擬
音
語
の
効
果
に
つ

狂
言
に
お
け
る
山
伏
の
呪
文

「
橋
の
下
の
菖
蒲
」
と
反
閑
の
関
係
－

『
御
伽
草
子
』
「
一
寸
法
師
」
考

『
御
伽
草
子
』
四
方
四
季
考

御
伽
草
子
『
鉢
か
づ
き
』
の
特
質

鉢
と
観
音
信
仰
を
め
ぐ
っ
て

昔
話
「
猿
聳
入
」
考

昔
話
「
お
銀
小
銀
」
考

を
通
じ
て

『
源
氏
物
語
』
の
英
訳
に
関
す
る
一
考
察

恋
愛
歌
か
ら
見
る
紫
式
部
の
特
異
性

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
の
構
成
と
表
現

西
行
に
お
け
る
身
心
分
裂

藤
原
定
家
の
和
歌
に
お
け
る
嗅
覚
的
表
現

『
今
昔
物
語
集
』
に
み
る
成
合
寺
説
話

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
一
語
考

『
今
昔
物
語
集
』
道
成
寺
説
話

『
方
丈
記
』
と
遁
世
地

　
－
大
原
と
日
野
－

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜｜

｜

｜｜

｜

｜

｜

｜



『
好
色
一
代
女
』
と
小
町
説
話

　
－
説
話
と
の
重
層
的
な
関
係
に
つ
い
て

『
兼
好
法
師
物
見
車
』
の
典
拠
に
つ
い
て

『
役
者
身
振
　
氷
面
鏡
』
分
析

『
藤
娘
』
は
娘
で
あ
る
の
か

仮
宅
と
切
手
－

二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

畑
　
尾
　
香
　
里

横
　
田
　
直
生
子

若
　
園
　
里
　
加

小
　
谷
　
奈
　
央

池
　
辺
　
さ
や
か

高
　
寄
　
宣
（
梨
恵

赤
　
井
　
仁
　
美

子
ど
も
絵
本
と
見
世
物

附
祭
と
芸
能

天
保
の
改
革
前
後
－

「
星
女
郎
」
を
め
ぐ
っ
て

野
　
田
　
久
　
乃

小
　
野

碧

立

辻

弘

樹

松

田

祐

司

四
　
方
　
彩
　
瑛

山
　
田
　
真
由
実

紫

中
　
西
　
貢
］
由
子

塚
　
田
　
高
　
史

『
太
平
記
』
『
徒
然
草
野
槌
』
を
中
心
に

文
明
開
化
と
開
化
都
々
逸

『
行
人
』
の
中
の
家
族

泉
鏡
花
の
描
い
た
「
星
」

忠
臣
蔵
に
お
け
る
上
方
歌
舞
伎
の
特
色

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
希
　
美

　
－
構
造
の
対
称
性
か
ら
見
る
作
品
の
魅
力
と
特
徴
－

歌
舞
伎
に
お
け
る
「
身
振
り
」
再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
里
　
衣

小
川
未
明
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
考

　
－
未
明
独
白
の
童
話
の
世
界
－

『
お
目
出
た
き
人
』
を
笑
う
「
お
目
出
た
き
人
々
」
　
　
原
　
田

物
語
か
ら
溶
み
で
る
味

『
美
食
倶
楽
部
』
に
お
け
る
視
覚
の
受
容
と
　
三
　
宅
　
良
　
昭

谷
崎
の
求
め
た
「
母
」
を
探
る

怪
異
と
し
て
の
虫

　
－
京
伝
作
品
を
契
機
に

『
藤
娘
』
の
系
譜

　
　
否
定
－

谷
崎
潤
一
郎
「
母
を
恋
ふ
る
記
」
考

三
つ
の
『
田
』

　
－
発
禁
・
検
閲
を
中
心
に
し
て

蝶
が
も
つ
二
つ
の
顔

　
－
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
文
学
作
品
や
芸
能
　
栗
　
林
　
恵
里
菜

　
　
の
中
に
見
ら
れ
る
蝶
の
意
味
の
二
面
性

吉
原
研
究

『
蓼
喰
ふ
虫
』
に
お
け
る
貞
操
観
と
読
者
の
受
容
　
　
木
　
原
　
悠
紀
子

回
帰
す
る
装
頓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
田
　
大
　
貴

　
－
萩
原
朔
太
郎
装
頓
考
－
『
定
本
青
猫
』
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九

俄
研
究

　
－
素
人
の
即
興
喜
劇

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜
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｜



　
　
　
二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

『
枯
木
の
あ
る
風
景
』

写
実
と
象
徴
の
混
合
酒

佐
藤
春
夫
「
指
紋
」
論

村
　
井
　
泰
　
介

「
探
偵
小
説
」
「
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
物
語
」
　
漣
　
　
　
夢
　
大

　
　
「
活
動
写
真
」
の
三
角

『
火
華
』
論

－
山
猫
か
ら
見
る
森

「
木
馬
は
廻
る
」
試
論

下
　
山
　
雅
　
司

木
　
村
　
吏
　
志

小
　
柳
　
　
　
瞳

林

さ
や
か

石
　
田
　
未
　
央

村
　
田

井
　
浦
　
ま
い

恵に

焼
跡
へ
の
誘
い

一
〇
〇

「
母
の
上
京
」
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
に
見
る
　
福
　
岡
　
弘
　
彬

　
　
「
路
上
」
引
カ
ー

切
り
と
ら
れ
た
生
命
の
輝
き

石
川
淳
『
マ
ル
ス
の
歌
』
に
お
け
る
ク
ロ
ー
　
戸
　
野
　
佑
　
亮

後
　
村

相

川

勇

直
　
樹

遠
　
藤
　
千
佳
子

岩
　
井
　
絹
　
恵

井
　
本
　
早
　
香

近
　
藤
　
は
る
か

押
　
海
　
裕
　
美

中
　
島
　
伊
　
代

ズ
ア
ッ
プ
技
法

新
聞
小
説
読
者
と
そ
の
現
実

『
ド
グ
ラ
ー
マ
グ
ラ
』
に
お
け
る
狂
人
の
意
味

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
と
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
論

私
小
説
の
機
能
と
中
島
敦
作
品
に
見
ら
れ
る
「
斗
南

　
先
生
」

太
宰
治
『
人
間
失
格
』

　
－
錯
綜
す
る
「
世
界
」
と
失
格
者
へ
の
要
請
－

太
宰
治
と
酒

壷
井
栄
『
二
十
四
の
瞳
』
論

　
－
作
品
に
表
れ
る
子
ど
も
ー

三
島
由
紀
夫
『
禁
色
』
に
お
け
る
男
色
の
作
用

『
美
し
い
星
』
に
み
ら
れ
る
Ｓ
Ｆ
的
手
法
と
幻
想
性

法
律
と
『
午
後
の
曳
航
』

虚
無
の
海

－
中
井
英
夫
と
虚
無
へ
の
供
物

宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
論

　
－
登
場
人
物
か
ら
見
る
賢
治
の
思
想
－

川
端
康
成
『
波
千
鳥
』
論

ゆ
き
子
へ
託
さ
れ
た
「
救
い
」

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
「
今
一
つ
の
世
界
」

「
日
本
の
ダ
ダ
」
再
考

　
－
中
原
中
也
を
視
座
と
し
て
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｜｜｜
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｜



吉
行
淳
之
介
『
暗
室
』

。
引
用
文
が
か
ら
見
る
吉
行
の
理
想
的
　
土

門

蘭

浜
　
田
　
茉
衣
子

下
　
中
　
麻
　
里

藤
　
岡
　
洋
　
貴

信
雄
と
喜
一
の
通
過
儀
礼

玉
　
村
　
沙
里
依

白
　
井
　
愛
　
子

小
　
林
　
千
　
津

中
　
村
　
あ
さ
ぎ

「
水
の
な
か
の
目
」
を
通
し
て
石
田
衣
良
の
描
い

　
『
池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
』
を
見
る

た

松
　
田
　
千
　
尋

万
葉
集
に
お
け
る
「
う
っ
せ
み
」
の
挽
歌
的
性
質
　
　
池
　
田
　
有
　
里

平
安
時
代
の
和
文
資
料
と
訓
点
資
料
に
共
通
す
る
語

　
－
程
度
小
を
表
す
「
イ
サ
サ
カ
」
「
ス
コ
シ
」
　
井
　
上
　
智
　
子

「
ヤ
ヤ
」
に
つ
い
て

宣
命
に
お
け
る
係
助
詞
に
つ
い
て

擬
音
語
・
擬
態
語
的
表
現
に
つ
い
て

　
ー
萩
原
朔
太
郎
の
詩
を
中
心
に

日
本
文
学
に
お
け
る
感
情
表
現

－
小
説
を
中
心
に

小
　
林
　
恵
理
子

新
　
井
　
麻
　
美

青
　
枝
　
さ
ゆ
り

潰
　
野
　
貢
（
　
実

田
　
中

山
　
本

翼譲

曽
我
部
　
雄
　
太

　
　
ぷ
戸
世
界
－

遠
藤
周
作
『
悲
し
み
の
歌
』
論

　
－
登
場
人
物
か
ら
見
る
作
品
の
位
置
付
け
ー

向
田
邦
子
『
父
の
詫
び
状
』

　
－
変
わ
り
ゆ
く
父
親
像
－

宮
本
輝
『
泥
の
河
』
論

ア
ン
チ
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
「
世
界
の

村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
（
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
ー
ワ

　
ン
ダ
上
フ
ン
ド
』
論

星
新
一
の
シ
ョ
ー
ト
ー
シ
ョ
ー
ト
の
研
究

冒
頭
文
と
末
尾
文
の
役
割
－

終
り
」

現
代
小
説
に
お
け
る
擬
声
語
・
擬
態
語

　
－
使
用
対
象
か
ら
み
た
特
質
に
て

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
文
体
特
徴

純
文
学
と
児
童
文
学
を
比
較
対
象
と
し
て

『
シ
カ
シ
』
『
ダ
ガ
』
を
中
心
に

村
上
春
樹
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
論

「
悪
」
に
傷
つ
い
た
も
の
が
ど
う
救
わ
れ
る
か

山
田
詠
美
『
色
彩
の
息
子
』
に
お
け
る
色
表
現
　
　
　
中
　
塚
　
ふ
　
み

江
國
香
織
『
ホ
リ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
』
に
お
け
る
恋
愛

　
関
係

　
－
飲
み
物
を
通
し
て

梨
木
香
歩
『
裏
庭
』
論

新
聞
社
説
に
お
け
る
逆
接
表
現
に
つ
い
て

二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

新
聞
広
告
に
お
け
る
句
読
点
と
記
号
使
用
の
変
遷
　
　
舘
　
山
　
大
　
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ピ
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｜



　
　
　
二
〇
〇
七
年
度
国
文
学
会
彙
報

テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
「
ら
抜
き
言
葉
」
使
用
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
田
　
諒
　
生

「
お
・
ご
ー
さ
れ
る
・
す
る
」
の
誤
用
を
め
ぐ
っ
て

新
語
の
全
体
像
に
つ
い
て
の
考
察

若
者
の
言
葉
づ
か
い
と
言
語
意
識
に
つ
い
て

若
者
語
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ベ
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て

稲

森

祐

有

田

雅

貴

秋

山

英

司

ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
る
年
代
差
・
男
女
差
を
中
　
橋
　
部
　
怜
　
子

ヽ
し
に

富
山
県
方
言
に
つ
い
て

佐
久
方
言
の
伝
承

一
家
族
に
お
け
る
方
言
の
伝
承
を
通
じ
て

「
（
ル
」
「
ヨ
ル
」
に
着
目
し
て

阿
波
加
　
恵
　
里

竹
　
内
　
和
　
輝

森
　
元
　
志
　
歩

慧

竹
　
本
　
亜
　
衣

鬼
　
頭
　
智
　
子

広
告
に
お
け
る
外
来
語
の
使
用
率
の
変
遷

日
本
語
教
育
に
お
け
る
表
現
の
曖
昧
性
に
つ

－
留
学
生
の
意
識
調
査

言
語
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
男
女
差
に
つ

現
代
女
性
名
の
類
型
と
変
遷

歌
謡
曲
の
タ
イ
ト
ル
論

ａ
・
ｌ
ｋ
ｏ
の
歌
詞
に
つ
い
て

一
〇
二

い

て

い

て

升
言
語
表
現
に
お
け
る
対
人
空
間
と
視
線
の
関
係

－
映
画
「
パ
ッ
チ
ギ
ー
」
を
例
に

映
画
［
Ｍ
ｙ
　
Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
　
」
乱
こ
の
コ
ッ
ク
ニ
ー

（
８
沁
９
し
に
お
け
る
ｇ
ｌ
ｏ
ｔ
ｔ
ａ
ｌ
　
ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
に
つ

い

て

大
　
城
　
剛
　
央

富
　
岡
　
恵
　
里

高

野
　
真
璃
衣

林

田

島

田

東

泰
　
幸

啓
　
介

祐
　
代

中
　
山
　
泰
　
地

岩
　
城

裕

京
都
府
方
言
に
お
け
る
第
三
者
待
遇
表
現

出
雲
方
言
の
残
存
・
衰
退
と
そ
の
性
質
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
語
彙
レ
ペ
ル
で
の
　
坪
　
倉

考
察
を
中
心
に

留
学
生
の
方
言
使
用
の
意
識
に
つ
い
て

日
本
人
の
意
識
と
比
較
し
て

外
来
語
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
ご
印
れ
ガ
と
傾
向

『
現
代
雑
誌
の
語
彙
調
査
』
を
用
い
て

｜
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